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「
い
つ
に
な
れ
ば
入
所
で
き

る
の
か
、
見
通
し
が
立
た
な
い
。

毎
日
不
安
で
す
」
。
富
士
市
の

女
性
（
７０
）
は
そ
ぅ
話
し
て
涙
を

浮
か
べ
た
。

女
性
の
夫
（
７３
）
は
２
０
０
９

年
１２
月
、
脳
こ
う
そ
く
で
倒
れ

て
入
院
し
た
。
入
院
費
用
は
月

額
１５
万
円
。
蓄
え
は
あ

っ
と
い

う
間
に
な
く
な

っ
た
。
退
院
後
、

県
内
の
複
数
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

（
特
養
）
に
入
所
を
申

し
込
ん
だ
が
、
ど
こ
も
空
き
は

な
し
。
２
人
の
年
金
は
月
額
計

約
１３
万
円
で
、
特
養
以
外
の
施

設
に
入
る
余
裕
は
な
い
。
夫
は

今
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
短
期

入
所
）
事
業
所
に
宿
泊
し
て
特

養
の
空
き
を
待

っ
て
い
る
。

だ
が
、
夫
は
リ

ハ
ビ
リ
で
少

し
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
要
介
護
度
は
現
在

の
４
か
ら
３
に
下
が
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
場
合
、
特
養

へ

の
入
所
は
さ
ら

に
難
し
く
な

る
。
女
性
は
耳
が
不
自
由
な
う

え
腰
が
悪
く
、
歩
く
の
も
精
い

っ
ぱ
い
。
身
長
が
３０
考
近
く
高

い
夫

の
世
話
は
と

て
も
無
理

「
特養」に希望者が殺到

字の書き取 りに取 り組む人たち。小規模な施設だから職員
の目も行き届 く (4月 26日 、富士市の「 2人 3脚」で )

小
規
模
多
機
能
型
」に
期
待

だ
。
子
供
は
お
ら
ず
、
唯

一
頼

れ
る
身
内
の
義
理
の
姉
（
６８
）
も

持
病
の
た
め
、
つ
き

っ
き
り
で

夫
の
面
倒
を
み
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
女
性
の
不
安
は

募
る
ば
か
り
だ
。

●

「
突
然
用
事
が
で
き
た
時
や

疲
れ
た
時
に
も
、
母
を
す
ぐ
受

け
入
れ
て
く
れ
て
助
か

っ
た
」
。

母
親
（
７８
）
が
重
度
の
認
知
症
と

い
う
富
士
市
の
女
性
（
４９
）
は
ヽ

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り

新
た
に
始
ま

っ
た

「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
」
サ
ー
ビ
ス

を
行

っ
て
い
る
施
設

「
２
人
３

脚
」

（
富
士
市
境
）
の
利
用
者

だ
。

「
２
人
３
脚
」
に
登
録
す
る

と
、
施
設
で
の
通
所
介
護
や
宿

泊
、
訪
問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
回
数
に
制
限

は
な
く
、
利
用
料
も
食
費
や
宿

泊
費
な
ど
を
除
き
月
額
定
額

制
。
緊
急
時
に
は
職
員
が
２４
時

間
３
６
５
日
、
自
宅
に
駆
け
付

け
る
。
施
設
介
護
と
同
じ
サ
ー

ビ

ス
を
在
宅

で
も
受
け
ら
れ

る
。女

性
も
母
親
の
症
状
に
合
わ

せ
、
最
も
多
い
時
で
月
１５
日
宿

泊
し
た
。
か
か

っ
た
費
用
は
多

い
月
で
約
１２
万
円
。
今
は
母
親

は
併
設
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
り
在
宅
介
護
の
必
要
は
な
く

な

っ
た
が
、

「
『
２
人
３
脚
』

が
な
け
れ
ば
、
疲
れ
果
て
て
家

族
で
共
倒
れ
に
な

っ
て
い
た
だ

ろ
う
」
と
女
性
は
振
り
返
る
０

●

在
宅
介
護
が
難
し
い
高
齢
者

を
比
較
的
低
料
金
で
受
け
入
れ

る
特
養
は
、
入
所
希
望
者
が
殺

到
し
て
い
る
。
県
長
寿
政
策
局

に
よ
る
と
、
在
宅
介
護
中
で
半

年
以
内
の
入
所
を
希
望
す
る
人

は
０９
年
１
月
時
点
で
４
９
０
０

人
。
う
ち
、
　
二

人
暮
ら
し
で

要
介
護
度
が
高
い
」
な
ど
、
入

所
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ
る

人
は
１
４
３
７
人
に
上
る
。
県

は
こ
の
１０
年
で
特
養
の
定
員
数

を
約
２
倍
に
増
や
し
た
が
、
施

設
整
備
が
高
齢
化
の
進
行
に
追

い
つ
か
ず
、
入
所
ま
で
数
年
待

ち
も
珍
し
く
な
い
。

そ
ん
な
中
、
特
養
よ
り
も
設

籠
れ
い
村
承
蹂
独
競
鞭
い
麟
岬

へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。

実
際
、

「
２
人
３
脚
」
で
も
、

週
１
回
夕
方
に
帰
宅
し
て
翌
朝

施
設
に
戻
る

″
週
６
泊
″
の
利

用
者
が
５
人
い
る
。
約
６
割
の

施
設
が
採
算
割
れ
し
て
い
る
と

い
う
課
題
も
あ
る
が
、

「
在
宅

介
護
と
施
設
介
護
を
つ
な
ぐ
施

設
。
将
来
性
は
豊
か
」

（
宮
城

島
好
史

・
県
長
寿
政
策
局
長
）

と
し
て
、
県
は
今
年
度
３３
施
設

を
新
設
す
る
予
定
だ
。

・介
護
と
い

っ
て
も
、
心
身
や

資
産
の
状
態
な
ど
、
人
に
よ
り

置
か
れ
た
状
況
は
異
な
る
。
施

設
介
護
を
選
ぶ
場
合
、
様
々
な

条
件
に
対
応
で
き
る
各
種
の
施

設
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
だ
。
介
護
保
険
制
度
は
そ

う
し
た
多
様
な
選
択
肢
を
提
供

す
る
基
盤
に
な
り
得
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。


